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１ はじめに 

この報告は、退職された前任の芦田愛五先生から継続した取組である。 

 さて、岡山県教育委員会の「放課後学習サポート事業」や「地域学校協働

活動」を受けて、近隣の小中学校や公民館でも放課後や休日、長期休業中に

児童生徒の補充学習や学習習慣の定着等、学力向上に向けた取組を行うとこ

ろが増えてきている。 

しかしながら、今年度も新型コロナウイルス禍による緊急事態宣言、まん

延防止等重点措置などの発出により、社会生活全般に様々な自粛があったり

活動制限が課せられたりしたように、教育現場でも年度当初の行事や学習活

動等も中止になったり、変更したりせざるを得ない状況が続いた。さらに、

夏季休業を中心とした地域の公民館に於ける「夏休みの勉強会」も、大雨洪

水警報等により急遽中止となることがあったりした。 

 そのような厳しい状況の中でも、鏡野町教育委員会の依頼により２学期か

らではあったが、感染症予防対策を徹底しながら鏡野南小学校の放課後学習

サポート事業に参加することができた。また、津山市教育委員会や各公民館

と連携して、長期休業中の地域学校協働本部事業に協力することができた。 

 以上のことは、学習ボランティアとして参加した本学生にとっても貴重な

学修となり、教師をめざす意を新たにしたのではないかと思われる。ご協力

いただいた教育委員会担当者・指導主事、公民館長、関係者の皆さんのご協

力に感謝申し上げたい。 

２ ねらい 

 まず第１に、２学期からではあるが、鏡野町教育委員会の放課後サポート

事業に参加して、鏡野南小学校の放課後補充学習を支援すること。 

 次に、津山市教育委員会の地域学校協働本部事業を活用して、津山市立公

民館の「子どもの居場所づくり」「体験学習・勉強会」に協力すること。 

 そして、直接子ども達と交流することで、教師を目指す本学生の教育実践

力の向上を目指す。以上の３点である。 



３ 具体的な取組 

①鏡野南小学校の放課後補充学習

鏡野町教育委員会が岡山県教育委員会の「放課後学習サポート事業」を

活用して、鏡野南小学校で放課後補充学習を実施するのに協力してきた。 

・学校規模 : 約 270 名、各学年 2 クラスと特別支援学級 3 クラス

・期 間 : 9 月 13 日(月)～3 月 10 日(木) 

・対象児童 : 3 年生～6 年生の希望者

・時 程 : 月曜日 14:45～15:45 3 年生(6 名) 

15:45～16:45  4 年生(4 名) 

 木曜日 15:45～16:45  5・6 年生(各６名) 

・指導内容 : 算数の基礎的内容の復習、音読

補充学習担当教諭の指導の下で、本学生 3 名で毎回学習支援にあた

り、今年度は合計 36 回参加することができた。

【図 1  鏡野町教育委員会の「放課後等学習サポート事業」要綱】 



【図 3  学習支援員の心得】 

【図 2  3・4 年生の補充学習授業の様子】 



 畝本校長先生より、「１学期から実施できなかったのが残念だったが、多 

くの児童が、大学生が来るのを楽しみにしていた。」「落着かない児童に別

室で個別に指導してもらってよかった。」「子どもの話がきちんと聞ける先

生になれそう。」等と、お褒めの言葉をいただいた。また、最後の日には、

子ども達とミニお別れ会ができた。 

②津山市立公民館

㋐広野公民館 

【図 4  広野公民館の夏休み勉強会案内】 



広野公民館では、「広野子ども教室チャレンジャー」事業を継続して 

いて、その中に子どもの居場所づくりや勉強会などを織り込み、小学生 

や地域住民ボランティア、中・高校生等も巻き込んだ取組を実施してい 

る。補充学習は長期休業を利用して、年３回の勉強会を開催しており、 

毎回本学生が参加して学習支援を継続してきた。 

<夏休みの勉強会> 

・期 間 : 8 月 10 日(火)12:00～16:00 

・対 象 :  3 年生～6 年生の希望者 10 名、津山東中生徒 8 名 

・指導内容 : 夏休みの宿題、自主学習の補助

・地域の教員ＯＢ４名と本学生４名で、小中学生の支援にあたる。

<冬休みの勉強会> 

・日 時 : 12 月 24 日(金) 11:00～16:00 

・対象児童  : 1 年生～6 年生の希望者 17 名、津山東中生徒 6 名

・指導内容 : 習字、冬休みの宿題、自主学習

・地域の教員ＯＢ４名と本学生５名で、小中学生の支援にあたる。

<春休みの勉強会> 

・日  時 : 3 月 25 日(金) 11:00～15:30 

・対象児童 :  3 年生～6 年生の希望者 16 名、津山東中生徒 6 名

 高校生(美作高校・林野高校)  2 名 

・指導内容 : 高校生によるソーシャルメディアのワークショップ

 春休みの宿題、自主学習 

・本学生４名が高校生と連携し、小中学生の学習支援にあたる。

【図 5  冬休みの勉強会の様子】 



忠政公民館長より、地域ボランティアの方々が作るカレーを昼食にして 

いることや、地域の教員ОＢの皆さんが熱心に学習指導をして下さること 

等を聞いた。また、地域の高校生が「ソーシャルメディア」のワークショ 

ップを開催していた。毎回多くの小・中学生が参加していて、子ども達に 

とって地域の居場所の一つになっている。 

㋑河辺公民館 

【図 6  河辺公民館のゆうゆう学級の案内】 



 河辺公民館では、毎年夏季休業を利用してお盆休み前の４日間、学校の 

宿題や自由勉強をする日の計画をしてきた。地域の教員ＯＢも 4 人参加し 

て下さって、熱心に粘り強く指導していただいた。4 日目に大雨洪水警報 

が発出されて、急遽中止になったのが残念だった。 

<夏休み河辺ゆうゆう学級> 

・日  時 : 8 月 10 日(火)～13 日(金) 

 13 日(金)は大雨洪水警報のため中止 

・対象児童  :  1 年生～6 年生の希望者

 8/10～8 人 8/11～12 人 8/12～11 人 

・指導内容 :  夏休みの宿題、自主学習の支援

 地域の教員ＯＢ４名と本学生が 4 名で支援する。 

【図 7  河辺ゆうゆう学級の様子】 

西村公民館長より、13 日は大雨洪水警報で中止になり残念だったが、

学生さん達には児童にやさしく丁寧に指導してもらいましたとコメント

いただいた。この勉強会でほとんどの児童が宿題をやり終えることがで

きて、学生達にも達成感があった。教員ＯＢがよく見守ってくださり、

学生達も様々なアドバイスをもらうことができた。 



㋒大崎公民館 

【図 8  大崎公民館の夏休み宿題教室の案内】 

大崎公民館では例年、地域の方や中高校生が先生役となって夏休みの宿 

題教室を開催しているが、今年は本学に依頼があり学生４名が学習支援に 

参加した。２日間とも同じ小中学生８名が参加して、集中して宿題に取り 

組むことができていた。最終日には、ミニお別れ式をしてもらった。 

<夏休み宿題教室> 

・日    時 : 8 月 10 日(火)・11 日(水) 

 ・対象児童   : 1 年生～6 年生の希望者   6 名 

  津山東中生徒 2 名 

・指導内容  : 夏休みの宿題、自主学習 

 本学生 4 名が学習支援にあたる。 



【図 9  夏休み宿題教室の様子】 

井上公民館長より、「児童にやさしく丁寧に指導してもらった。また、中 

学生にもしっかり指導してもらった。ただ、中学生の理科は難しかったよ 

うだ。」「最後の日には、お別れ式ができてよかった。」というコメントをい 

ただいた。 

㋓高野公民館 

 新しい公民館長になり、今年度から補充学習の取組を開始する。夏季休 

業中に前期と後期に分け計画されていたが、前期は本大学の授業日だった 

ので参加できず。後期は小学校の２学期開始直前だったが、岡山県にまん 

延防止措置等発出のため急遽中止となった。 

<夏休み学習会> 

・日  時 : 8 月 25 日(水)・26 日(木) 

 まん延防止措置発出のため中止 

・対象児童 :  3 年生～6 年生の参加予定者 50 名

津山東中生徒参加予定者 10 名 

・指導内容 : 夏休みの宿題、自主学習の支援



㋔東公民館 

【図 10  東公民館の子ども探検隊案内】 

東公民館では、子ども達に城東地区の歴史や文化財にふれさせようと、 

地域巡りを実施した。観光ではなく、自分たちの住んでいる地域の良いと 

ころを探させたり、特徴に気づかせたりしていた。本学生３名も一緒に学 

ぶことができた。 

<子ども探検隊> 

・日  時 : 3 月 29 日(火) 10:00～12:00 

・対象児童 :  3 年生～6 年生の希望者 6 名

・指導内容 :  津山郷土資料館の学芸員の案内で、城東地区の歴史

 めぐりと散策、本学生 3 名が補助にあたる。 



【図 11  子ども探検隊の様子】 

安藤公民館長より、「ふるさと津山のことをよく知ってほしいので、普段 

見られない城東地区(だんじり展示館や千光寺)をまわってもらった。」「他 

の観光客もいたが、学芸員さんの話をよく聞いて学習していた。」「歩いて 

回ったので疲れたかもしれないが、大学生がうまくサポートしていた。」と 

褒めていただきました。 

４ まとめ 

(学生の感想及び成果) 

➀「わからない」と担任には言えていない子ども達がいるようで、配慮

が必要だと思った。

➁小学生と中学生が仲良くなったり、高校生が世話役になったりして微

笑ましかった。

➂地域の方や教員ＯＢの皆さんの支援に感銘を受けた。学校以外の方々

との連携の必要性を感じた。

④児童生徒の学力向上や、学習習慣の定着に貢献できてうれしい。

➄「教えることが学ぶこと」を改めて意識することができた。

➅自分自身の指導力の向上につながった。教育現場で生かしたい。



(課題) 

➆希望日時と、大学行事や授業の空きコマを調整するのが難しい。

➇移動交通手段を学生の自家用車に頼ってしまいがちになる。

５ おわりに 

今回報告した５つの公民館は津山東中学校区の公民館で、津山東中学校 

コミュニティ・スクール(学校運営協議会)の構成組織となっている。

H29 年 4 月「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が施行され、

コミュニティ・スクール(学校運営協議会)の設置が努力義務化されたため

岡山県や津山市では学校と地域住民等が力をあわせて学校運営に取り組む 

「地域とともにある学校」への転換が急務となってきている。特に津山市 

では、R3 年度に津山東中学校に先行導入され、R4 年度には勝北中学校、 

鶴山小学校、R6 年度までには全小・中学校への導入が計画されている。 

 地域の生涯学習の拠点となる公民館が、コミュニティ・スクールを構成 

する組織として「地域の子どもは地域で育てる」ことを目指し、子どもの 

居場所づくりや体験学習とともに、学力向上に向けた補充学習にも力を入 

れてくるようになった。これらの取組に美作大学が連携・協力して貢献す 

ることは、今後大いに期待されるところである。 

【図 12  コミュニティ・スクール 2017 文部科学省】 


